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１ 令和６年度 西区の教育関連施策について
（１）校長経営戦略支援予算（区担当教育次長執行枠）
（２）区長自由経費
（３）区ＣＭ自由経費（主な教育関連施策）
（４）企業連携の取組について

２ 教育環境改善について
（参考）児童・生徒数推計（令和６年５月１日現在）

３ 九条地域の今後の学校再編について

４ 外国籍児童生徒の急増に伴う対応について

５ 西区における不登校支援事業について（別紙１）

（別添資料）
・中学校における学校配置の適正化の今後の進め方について
・教育ICTの今後の展開について
・佐藤特別顧問 説明資料（大阪市総合教育会議への意見）
・教員の働き方改革の推進について

（令和６年９月10日開催 令和６年度 第１回 大阪市総合教育会議 資料）



１ 令和６年度 西区の教育関連施策について
（１）校長経営戦略支援予算（区担当教育次長執行枠）

令和５年度実績等
令和６年度

予算額
事業概要事業名称

【令和５年度実施状況】(３中学校計)

1,831,000円
（R5 1,715,000円）

区内中学校を会場として実施される実用英語検定の受験
者（中学生）を対象に、受験料の一部を区役所が助成する
ことで、生徒の英語への興味関心を高め、学習意欲の向上
を図る。

子どもの英語力
向上支援事業

【令和６年度実施状況】
・実施期間

7/29～8/2、8/19～23（計10日）
・事業者

㈱イング
・受講者数

西中学校教室（中学生のみ）
19名（R５：24名）
西区民Ｃ教室
小学5・6年生 23名（R5実績なし）
中学生 8名（R5：31名）

13,000円
（R5 67,000円）

西区内の小学校５・６年生及び中学生を対象に学習塾等
の民間事業者を活用し、夏休みの期間（7・8月：各月5日
間）を利用して集中的な学習支援を行うことにより、基礎
学力・学習意欲の向上や学習習慣の定着を図る。

区役所は事業者に対して実施場所（西中学校教室・ハウ
スビルシステム西区民センター会議室）を無償で提供し、
受講者の受講料の負担軽減を図るため、「大阪市塾代助成
事業」で交付されている塾代助成カードでも受講可能。

よって、事務経費（光熱費等）のみ計上。

【拡充】
民間事業者を活用した

課外学習事業
（西区夏期講習会）

【令和５年度実施状況】
・実技指導者研修会２回（56名参加）

（10/24・11/14）
・授業への派遣８校（延41回。かけっこ

教室の試行実施を含む。）

【令和６年度実施予定】
・実技指導者研修会２回

（10～11月頃を予定）
・授業への派遣８校（延54回。新設の堀

江小学校西学舎分を含む。）

1,372,000円
（R5 1,217,000円）

小学生の体力・運動能力の向上とスキルアップのため、
小学校の教員を対象にインストラクターによる実技指導研
修会を開催し、教員の指導力を向上させるとともに、各小
学校の体育科の授業へインストラクターを派遣し、実践的
な授業を行うことで、授業内容の改善・充実を図る。

子どもの体力・運動能力
向上支援事業

級 補助対象者 合格者数 合格率

5級 233 147 63%

4級 132 80 61%

3級 60 40 67%

準2級 32 14 44%

2級 28 9 32%

準1級 1 0 0%

1級 1 0 0%

計 487 290 59.5%

１

R4年度 494 315  63.8%



１ 令和６年度 西区の教育関連施策について
（２）区長自由経費

令和5年度実績等令和６年度予算事業概要事業名称

－691,000円別紙１「西区における不登校支援事業について」参照
【新規】

不登校支援事業

・ルーム運営用消耗品
清掃・消毒用品
講座用教材 等

294,000円
【42,000円×7団体】
（R5 336,000円）

各小学校区の「生涯学習ルーム運営委員会」に生涯学習の
推進、教育コミュニティの育成等を委託

生涯学習ルーム事業

・講師謝礼補助
350,000円

【50,000円×7団体】
（R5 400,000円）

各小学校区の「生涯学習ルーム運営委員会」が主催する学
校教育支援や地域の課題をテーマとした講座の開催を支援

地域連携支援事業

・広報紙印刷代
事業用消耗品 等

416,000円
【52,000円×8団体】
（R５ 416,000円）

各小学校区の「小学校区教育協議会－はぐくみネット－」
に地域に開かれた学校づくり、教育コミュニティの育成等を
委託

はぐくみネット事業

・白線用石灰
清掃・消毒用品 等

836,000円
【76,000円×11団体】
（R５ 836,000円）

区内市立学校の「学校体育施設開放事業運営委員会」に生
涯スポーツの振興、地域コミュニティの発展等を委託

学校体育施設開放事業

・講師謝礼補助
【R6.9月時点】

２校から申込み有
【R５実績】４件

207,000円
（R５ 207,000円）

PTA・社会教育関係団体が主催する人権や教育に関する
学習会等の実施を支援

PTA・社会教育関係団体
学習会支援事業

２



１ 令和６年度 西区の教育関連施策について
（３）区CM自由経費（主な教育関連施策）

令和５年度実績等令和６年度予算事業概要事業名称

・こども青少年局所管事業
・相談件数292件

（R５年度実績）

12,255,000円
（R5 11,742,000円）

市立小中学校に公認心理師又は臨床心理士をス
クールカウンセラーとして配置し、学校園の生徒
及びその保護者からの相談を受ける体制を整備し、
いじめ、不登校などの問題解決を図る。

スクールカウンセラー事業

・こども青少年局所管事業
・ケース件数126件

（R５年度実績）

9,713,000円
（Ｒ５ 8,538,000円）

学校でのスクリーニングにより明らかになった
課題に対し、必要な支援をコーディネートできる
職員を配置し、適切な支援につなぐ。

大阪市こどもサポートネット
（コーディネーター配置）

・経済戦略局所管事業1,021,000円
（R5 1,021,000円）

学校施設利用にかかる光熱水費学校体育施設開放事業

３



１ 令和６年度 西区の教育関連施策について
（４）企業連携の取組について

４

１　包括的連携協定済企業
企業名 概要 教育活動関連 その他

滋慶学園グループ 専門学校（⻄区内に７校）
教育活動支援に関すること
（学園祭での近隣⼩中学校児童⽣徒の招待）
（中学校における職業体験授業（e-スポーツ）等）

津波避難ビル・避難支援
不登校⽣徒のためのオンライン授業の開設等

READYFOR(株) 遺贈寄付サポートサービス
クラウドファンディングサービス 遺贈寄付サポート

レッドハリケーンズ大阪（NTTdocomo(株)） ラグビーチーム こどもの健全育成
（イベント協⼒、⼩学校における出前授業への協⼒） スポーツの普及・区政のPR等

大阪府柔道整復師協会医療スポーツ専門学校 区内にある公益財団法人 健康教育、スポーツ振興、広報支援等

２　「探求・読解プロジェクト」等協⼒企業
企業名 概要 教育活動関連 その他

三菱UFJ銀⾏(株) ⾦融機関 未就学児対象の「えほんピクニック」開催

平安伸銅工業(株) 突っ張り棒制作メーカー 出前授業（中学校向け）

ソフトバンク(株) 通信 出前授業（⼩学校向け）

OCA大阪デザイン＆テクノロジー専門学校 IT、ゲーム、e-スポーツ、デザイン等の専門学校 万博機運醸成のための区庁舎懸垂幕デザイン制作(R5)

ダイセン電子工業(株) 電子デバイス製造メーカー 出前授業（⼩学校向け）

市⽴クラフトパーク 総合工房施設 出前授業（⼩学校向け）

大阪スクールオブミュージック専門学校 音楽・映像関係 Ｒ７出前授業への協⼒ 社会貢献ミュージカルへの⼩学⽣招待

３　その他協⼒企業（学校教育関連）
企業名 概要 教育活動関連 その他

オリックス野球クラブ(株) プロ野球球団運営 野球観戦招待

三同建設(株) 建設業 不登校支援（モデル設置の支援）

(一社)こもれび 様々な子どもの支援を⾏う一般社団法人 不登校支援モデル設置校における運営
不登校ワークショップの講師

大阪公⽴大学 社会系学部 外国籍の子どもに対する巡回支援（試⾏実施）

江⼾三・大和屋 佃煮製造・販売 中学⽣職場体験の⽣徒受⼊、⾷育に係る出前授業への協⼒

山文商事(株) 石油製品販売等 調整中



２ 教育環境改善について
（参考）児童・生徒数推計（令和６年５月１日現在）

５

➢ 児童・生徒数は特別支援学級児童・生徒を含む。学級数は特別支援学級を含まない。
住民基本台帳及び在学児童・生徒の数を基に大規模マンション建設による増加を見込む。

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

西船場小 17 551 18 567 19 579 21 606 22 620 21 639 22 676

日 吉 小 31 1,059 34 1,092 33 1,061 32 1,027 31 994 30 954 30 941

九条南小 11 276 11 263 10 239 9 219 8 213 7 187 6 172

九条東小 4 55 4 49 4 46 5 52 5 52 6 50 6 49

九条北小 10 245 10 254 11 254 11 244 11 242 12 242 12 235

本 田 小 23 770 26 804 25 806 26 793 24 757 24 701 23 689

堀江小(東) 33 1,110 33 1,123 34 1,121 33 1,112 33 1,090 32 1,036 31 978

堀江小(西) 14 407 14 405 14 411 14 411 14 418 13 391 12 366

明 治 小 16 501 18 514 18 521 18 510 18 524 17 498 17 508

合   　計 159 4,974 168 5,071 168 5,038 169 4,974 166 4,910 162 4,698 159 4,614

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

西    中 6 235 6 236 6 233 6 245 6 251 7 258 7 260

花乃井中 15 590 15 589 16 604 16 638 17 675 17 686 18 691

堀 江 中 22 877 24 973 25 1,025 25 1,015 25 1,022 26 1,057 26 1,068

合   　計 43 1,702 45 1,798 47 1,862 47 1,898 48 1,948 50 2,001 51 2,019

令和11年 令和12年

学 校 名
令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年

 学 校 名
令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和10年



３ 九条地域の今後の学校再編について

６

令和５年12月19日 学校再編整備計画 策定・公表

令和６年３月15日 第１回 九条東小学校・九条南小学校学校適正配置検討会議※1

第１回 九条東小学校・九条北小学校学校適正配置検討会議※1（合同開催）
・主な議題：学校適正配置検討会議について

第１回 九条東小学校校地活用検討会議※2

・主な議題：校地活用検討会議について

※1 統合後の学校の教育内容、魅力・特色づくりや、円滑な統合に向けて必要な事項について、会議メンバー
から意見を聴取する。
メンバーは、各地域の住民・保護者の代表等とし、各会議10名で構成。

※2 再編整備後の九条東小学校校地における地域防災拠点機能や校地の活用方策に関する事項について、会議
メンバーから意見を聴取する。
メンバーは、九条東地域の住民・保護者の代表等とし、６名で構成。

令和６年８月～
７年３月

九条東小学校校地活用調査等業務委託事業（受託者：㈱建設技術研究所）

九条東小学校のポテンシャルを確認し、活用案検討の円滑化を図ることを目的に実施。
【業務内容】

・校地周辺地域の現況調査と課題抽出
・民間事業者の活用ニーズの把握
・校地活用の方向性の検討と活用アイデアの提案 など

令和６年９月13日

※今年度、円滑な統合に向けて九条３小学校児童（１年生）の交流事業を実施予定

第２回 九条東小学校・九条南小学校学校適正配置検討会議
第２回 九条東小学校・九条北小学校学校適正配置検討会議（合同開催）

・主な議題：現状及び取組状況、検討事項に係る想定スケジュールについて など



４ 外国籍児童生徒の急増に伴う対応について

【現状・課題】
・外国につながる児童生徒が全国的に急増しており、西区においても年々増加している。（対象児童生徒総数は下表参照）

・また、外国につながる児童生徒のうち、日本語能力に課題のある児童生徒が顕著に増加しており、学校現場の負担が大きく

なる等、課題となっている。

【令和６年度の取組】
・教育委員会事務局において、「共生支援拠点における日本語指導等」、「日本語指導担当教員の加配」、「日本語指導員、

母語支援員の配置」、「リモート（オンライン）通訳のモデル導入」等を実施している。

・西区では、令和６年度より大阪公立大学大学院と連携し、外国人（中国籍）留学生の巡回による相談支援等の実施や、西区

ホームページに外国につながる児童生徒へのボランティア支援についての募集案内を掲載する等の取組を行っている。

・外国人（中国籍）留学生の巡回による支援等については、各学校のニーズに合わせて、日本語によるコミュニケーションに

課題のある児童生徒への母語支援や悩みの相談、また、教員と児童生徒の保護者による連絡や面談時の言語的支援を行って

いる。

・西区ホームページによるボランティアの募集により、ボランティアを行いたい区民等と学校とのマッチングを行っている。

【支援の充実に向けて】
・西区では、外国籍の中でも一番多い国籍である中国籍の児童生徒のみ、引き続き、人的支援を検討している。しかし、他の

国籍に係る母語を支援できる人材が、そもそも不足している。

➢ 様々な国籍の母語支援ボランティア（有償・無償）の発掘が必要

７

【表】外国籍児童生徒の在籍人数及び支援を要する児童生徒数と国籍内訳（令和６年９月現在）

（人） （人）

その他の内訳 その他の内訳

203 60 45 4 6 5 ロシア・ブラジル各２人、パキスタン１人 66 24 15 0 8 1 日本（帰化）１人

※最も多い学校では、支援を要する児童数が20人。 ※最も多い学校では、支援を要する生徒数が13人。

■小学校 ■中学校

外国籍児童
総数

支援を要する
児童数 その他ネパールベトナム中国

国籍内訳
外国籍生徒

総数
支援を要する

児童数

国籍内訳

中国 ベトナム ネパール その他


